
米子市立図書館
☎２２－２６１２
２２－２６３７

開館時間　平日：午前９時～午後７時、土・日・祝日：午前10時～午後６時
今月の休館日　毎週月曜日、30日（月末資料整理）

行事・催し 日にち・時間

お
は
な
し
会

木曜おはなし会
協力：ほしのぎんか、火曜の会 毎週木曜日　午前10時40分～11時30分　０歳の赤ちゃんから。

夕方おはなし会（図書館職員）12日（火）午後４時～。来られたお子さんの年齢に合わせて行ないます。
おはなしかご
協力：米子おはなしかご 16日（土）午前10時30分～11時　ストーリーテリング（語り）です。

各
種
講
座

つつじ読書会 ２日（土）午後２時～４時『ソクラテスの弁明』プラトン：著　光文社（初めての方は要連絡）
こどものための論語教室 ３日（日）午前10時30分～11時30分　（初めての方は要連絡）
楽しく漢文に学ぶ会 ３日（日）午後１時30分～３時30分　（初めての方は要連絡）

いきいき長寿音読教室 13日（水）午前10時30分～11時30分。初心者の方でも大丈夫です。要予約（図書館まで）。
定員25人。次回は７月11日（水）開催（６月14日（木）から受付開始）。

鳥取サイエンス・アカデミー
（ライブ中継）

９日（土）午前10時30分～正午。「カニ殻由来の夢の新素材『キチンナノファイバー』の
美容・健康効果」講師：工学研究科　准教授　伊

い

福
ふく

伸
しんすけ

介さん。23日（土）午前10時30分～
正午。未来をひらく鳥取学特別講座「地方創生は文化力で～創造性が地域をつくる」講師：
地域学部　特命教授　野

の だ

田邦
くにひろ

弘さん。

古文書研究会 23日（土）午後１時30分～３時。「多
た び の み ち く さ

比能実知久佐」を読みます。講師：中
なか

宏
こう

さん

ビ
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ネ
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起業・経営なんでも相談会 ３日（日）午後１時～５時　中小企業診断士による相談会。予約先：米子市立図書館

起業・事業融資相談会 ３日（日）午後１時～５時　融資・補助金等に関する相談会
予約先：日本政策金融公庫米子支店（☎３４－５８２１、 ３３－４２０３）

ビジネス情報相談会 15日（金）午後１時～３時　ビジネスに関するあらゆる情報の相談や経営の相談に応じます。
予約先：米子市立図書館

よなご若者サポートステー
ション出張相談

19日（火）午後１時～５時　15歳～39歳の若者の就労・社会参加に向けての相談
予約先：よなご若者サポートステーション（☎・ ２１－８７６６）

特許無料相談 26日（火）午後１時～４時　特許・商標・実用新案等に関する相談。予約先：米子市立図書館

そ
の
他

こころの相談会【要予約】
13日（水）午後２時～４時　悩んでいること、つらく、苦しいことなど、産業カウンセラー
に話してみませんか？会場：ボランティア室。予約先：ライフサポートセンターとっとり（☎
０１２０－８２－５８５８（平日午前９時30分～午後５時30分）、 ０８５７－３２－５４５４）

行政書士無料相談会 ９日（土）午前10時～午後２時　１階対面朗読室。予約不要。
問合せ：鳥取県行政書士会事務局（☎０８５７－２４－２７４４）

労働セミナー【要申込】

13日（水）午後２時～３時30分。「アンガーマネジメントで円滑な人間関係づくり」講師：
アンガーマネジメントファシリテーター　越

こ し の

野由
ゆ み こ

美子さん。
７月５日（木）午後２時～３時30分。「かしこい働き方と家計管理術」講師：ファイナンシャル・
プランナー　伊

い ぎ

木恭
やすのり

憲さん。申込・問合せ：鳥取県中小企業労働相談所　みなくる米子（☎
０１２０－６６－２３９６）（受付時間：平日午前９時～午後５時30分）

【２階ギャラリー】
●　「山陰地方の引札～明治時代のチラシ・広告～」（主催：山道俊哉さん）１日（金）～16日（土）
●　「米子市立図書館に集まった88人の人々と池平徹兵さんで作った『世界で一冊の絵本』」男女共同参画推進課。19日（火）午
後１時～29日（金）最終日は午後３時まで

ぶらりらいぶらり　～雨の季節におすすめの本をご紹介します～
『雨の動物園―私の博物誌』舟崎克彦著　岩波書店
鳥類学者になりたかった著者の少年時代を描いた自伝的作品です。「博物誌」とありますが、単なる動物紹
介ではなく、少年時代の思い出と共に、様々な動物たちの話が展開していきます。大人の方にも、子どもの
頃の懐かしい感性を感じながら、雨の季節にゆっくりと読んでほしい１冊。著者の自筆の温かい挿画もおす
すめです。（小学校５・６年以上）

『アンブレラ―傘の文化史』T.S. クローフォード著　別宮貞徳・中尾ゆかり・殿村直子訳
この本は、「傘」について多角的な視点から考察しています。随所に挿画もあって考察も丁寧なので、さまざ
まな形の傘のイラストや、日常何気なく使っている傘の歴史や文化をエピソード的に知ることができます。
雨の日に傘を差すことが楽しくなるような本です。




